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市長記者会見記録

日時：２０１８年１１月６日（火）１４時～１４時５０分 

場所：第３庁舎１８階 講堂 

議題：市政一般 

   ＜話題提供＞ 

・等々力緑地の「マーケットサウンディング」の実施について（建設緑政局） 

・「花展２０１８～私たちのかわさきパラムーブメント」「かわさき人権フェア 

２０１８」の共同開催について（市民文化局） 

<内容> 

≪等々力緑地の「マーケットサウンディング」の実施及び「花展２０１８」と「かわ

さき人権フェア２０１８」の共同開催について≫ 

【司会】 ただいまより市長記者会見を始めます。本日は市政一般となっております。

初めに、市長から話題提供といたしまして、等々力緑地の「マーケットサウンディン

グ」の実施について、及び「花展２０１８」と「かわさき人権フェア２０１８」の共

同開催についてご説明いたします。 

 それでは、市長、よろしくお願いいたします。 

【市長】 初めに、民間のノウハウを最大限活用し、等々力緑地の魅力向上の取組を

加速化する等々力緑地の「マーケットサウンディング」の実施についてご紹介いたし

ます。 

 お手元の資料の２枚目を御覧ください。等々力緑地の再編整備につきましては、学

識者やスポーツ関係者、地域の代表者の方々と議論を重ねながら、平成２３年３月に

再編整備実施計画を取りまとめてきたところでありまして、昨年度、都市公園につい

てはＰａｒｋ－ＰＦＩの創設などの法改正がございました。 

 また、等々力緑地を取り巻く環境は変化してきております。等々力陸上競技場をホ

ームグラウンドとしている川崎フロンターレが昨シーズン優勝し、とどろきアリーナ

をホームとしている川崎ブレイブサンダースや富士通レッドウェーブ、ＮＥＣレッド

ロケッツが活躍しており、日本のスポーツ界をリードする存在へと着実に成長してき

ております。 

 加えて、等々力緑地は、英国オリンピック・パラリンピックチームの事前キャンプ

地となっています。東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、ス
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ポーツが持つ「する」、「みる」、「支える」といった多面的な価値が高まってくると思

われます。 

 さらに、等々力緑地が持つ緑・水・文化資源を改めて地域の貴重なストックとして

捉え、一層の活用を図るとともに、多様化する市民ニーズや施設の老朽化等の課題に

的確に対応する必要があります。 

 そのため、等々力緑地では、スポーツ産業のポテンシャルを最大限活用することで、

緑地全体の魅力を最大化すること、スポーツが持っている多面的な価値を多世代のに

ぎわいを通じて次世代へ継承すること、緑地全体を活用した持続可能な公園経営につ

なげることが求められており、官民のパートナーシップによりスピード感を持って対

応する必要があると考えております。 

 このようなことから、等々力緑地を全ての市民に愛され活用される場となるよう、

「ここならではの」魅力と「ここにしかない」価値を創造するために、民間のフレキ

シブルな意見を最大限取り入れる必要があると考えておりまして、お手元の資料の１

枚目にございますように、今回、等々力緑地の魅力向上の取組を加速化する「マーケ

ットサウンディング」を実施したいと考えております。 

 次に、「花展２０１８～私たちのかわさきパラムーブメント～」、そして「かわさき

人権フェア２０１８」の共同開催についてご説明いたします。 

 お手元の資料を御覧ください。本市では、東京２０２０オリンピック・パラリンピ

ックを契機として、誰もが自分らしく暮らし、自らの個性や能力などに応じて自己実

現を図り、１人でも多くの方が社会というチームのメンバーとして活躍できる社会を

目指し、「かわさきパラムーブメント」の取組を進めております。 

 また、人権を尊重し、ともに生きる社会を目指して、人権施策推進基本計画のもと、

人権施策を総合的に推進しております。 

 今回、パラムーブメントをテーマとする花展と親和性の高い人権フェアを共同開催

することで、効果的な情報発信により、より多くの方に本市の取組を知っていただく

機会としたいと考えております。 

 初めに、花展の目的でございますが、昨年に引き続き２回目の開催となる今回は、

「私たちのかわさきパラムーブメント」をテーマにすることで、改めて「誰もが住み

やすいまち」について思いを巡らす機会としていただければと考えております。 

 また、今回は多くの方が出展を希望されたことから、１１月１７、１８の土日と、

２４、２５の土日の２回にわたり、川崎アゼリアサンライト広場で開催することとい

たしました。 
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 展示の内容につきましては、生け花やフラワーアレンジメント、押し花作品など約

７０作品の展示と、６,０００本のペーパーフラワーでつくった大きな「パ」の展示の

ほか、オリンピック・パラリンピック及び人権施策のパネル等の展示などを予定して

おります。 

 参加団体は、全国的に活躍をされている先生から中学生、高校生まで、また、市内

で様々な文化活動に取り組まれている文化協会の皆様や職場で生け花を楽しんでいる

方など、幅広い年代の方たちが作品を展示します。 

 特に、ペーパーフラワーでつくる「パ」につきましては、市民が参加するパラムー

ブメントということで、障害者施設や高齢者施設、外国の方々のご協力のもと、東京

２０２０の事前キャンプで訪れる英国チームの国の花であるバラのペーパーフラワー

をつくっていただいています。 

 様々な流派の生け花や技巧を凝らしたフラワーアレンジメントなど、多彩な作品が

そろう花展に是非足をお運びいただければと思います。 

 人権フェア２０１８につきましては２３日に開催いたしますが、花展の開催期間中

も人権施策関連のパネルを展示し情報発信を行ってまいりますので、是非この機会に

多くの方に足をお運びいただければと思います。 

 説明は以上です。 

【司会】 ありがとうございました。 

 市政一般とあわせまして質疑応答をお願いします。進行につきましては、幹事社様、

よろしくお願いいたします。 

≪臨海部ビジョンの実現に向けた海外視察について①≫ 

【幹事社】 よろしくお願いします。 

 先月、ニューヨーク、ボストンの視察に行かれて、ちょっと間があいてしまって恐

縮ですけれども、視察を終えられての全体的なご感想と、川崎の臨海部の将来像を構

築するに当たって、何か得られた知見というか、参考になった部分等がございました

ら教えてください。 

【市長】 ニューヨークとボストン両地区で、再開発、特に印象に残っておりますニ

ューヨークのブルックリン地区というところは、それこそ１０年ぐらいまでは全く違

う土地柄だったものが、官民とのパートナーシップで再開発が行われて、新しい産業

に転換していく歴史や町の作り方を、開発担当の方とお話をさせていただいたり、実

際、現地を見させていただいたりすることによって、非常に刺激的な取組を両市で見

ることができました。また、非常に類似性があるというか、これは川崎にも応用でき
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るのではないかというところを見させていただきました。 

 それから、関連して、公園などのにぎわいの作り方など、そのエリアの価値向上の

ための様々な取組も見させていただいたので、後日、庁内での報告会はやりたいと思

っていまして、是非こういった知見を共有して施策に生かしていきたいと思っており

ます。 

≪ＩＲ誘致調査への対応について①≫ 

【幹事社】 ありがとうございます。もう一点、伺いたいんですけれども、先般、政

府が政令市と各都道府県に対して、ＩＲについての意向調査というのをされて、川崎

市も申請について検討するというようなご回答をされたということを知りまして、市

長は今まで、ちょっと寡聞なんですけれども、議会等ではＩＲについて、明確なお考

えというのを多分ご表明されていなかったと思うんですが、川崎市が申請を検討する

というふうに回答した意図と、市長のＩＲについての現時点のお考えというのを教え

ていただければと思います。 

【市長】 現時点で川崎市行政の組織として、ＩＲについて何か検討部署で検討した

ということはございません。ただ、いろんなＩＲに関しての動きというのがあります

ので、その情報をしっかり取っていくという意味でも、アンケートの書き方そのもの

が、意向が本当にない人を振り分ける形式に私には思えたものですから、検討すると

答えておいたほうが、しっかりと国の情報を的確に迅速に取れるのではないかと考え、

そういう意味での記載の仕方にしたところでございます。 

 首都圏の中で、羽田の隣接地域としては、ＩＲを１００％除外するというのも、は

なから検討しないという選択肢はないなということで、そういった意味での検討中と

いう表現でしたけれども、特に、自分の考えを表明したこともなければ、庁内的に研

究したこともないので、アンケート自体が部外秘という話だったものですから、今回

の話が出たのはややびっくりしました。 

【幹事社】 先ほどの海外の視察で、にぎわいのつくり方、臨海部とありましたけれ

ども、その候補地としては、当然、もし仮にですけれども、考え得るとしたら、臨海

部のほうになるんでしょうか、もしその施設を……。 

【市長】 具体的な場所だとか何だとかというのは、検討したことがないので。 

【幹事社】 ほかの自治体、横浜市なんかですと、経済界の動きがわりと活発なんで

すけれども、川崎では今のところ、そういう動きはないんですか。 

【市長】 川崎の経済界と直接この話をしたことというのはないです。雑談ベースで

はありますけれども、ちゃんとした形での意見交換をしたことはありません。 
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【幹事社】 今後、部署等を立ち上げていくというお考えはあり得ますか。 

【市長】 国の方向、あるいは他都市の動向というのも注視していきたいとは思って

います。その中での判断になると思います。 

≪臨海部ビジョンの実現に向けた海外視察について②≫ 

【幹事社】 先ほどの外遊のお話なんですけれども、報告会を行うとお答えになりま

したけれども、その報告会はいつ、どこでやるとか、決まっていますか。 

【市長】 いや、それは対外的な話じゃなくて、担当部署や、関わるところの主要な

メンバーにはしっかりと伝えておきたいということなので、まだ日時も決まっていま

せん。こういうことをやっていきたいなという私の思いです。 

≪ＩＲ誘致調査への対応について②≫

【幹事社】 あと、今のＩＲのお話なんですけれども、経済界とそういった話はオフ

ィシャルにはしていないということなんですけれども、もしこれから何か検討するこ

とがあれば、商工会議所の山田会頭とか、そういったお話をする機会というのは設け

ようと考えていますか。 

【市長】 何か改めてこのことについてということは考えておりません。むしろ、こ

ういうふうに報道されてしまうと、何か考えているのとかって逆に聞かれるのかもし

れませんけれども、特に何かがあってという話ではないので、ゼロベースにいろんな

意見交換をしたいと思います。 

≪登戸土地区画整理事業の事業進捗に伴う事業計画変更について①≫ 

【幹事社】 ありがとうございます。 

 あと、もう一点、先般出た登戸の土地区画の整理事業の話ですけれども、計画変更

で、金額でおよそ１６６億円という事業費が増える見込みということなんですけれど

も、このことに関して市長の所感というのを改めて教えてください。 

【市長】 非常に区画整理事業そのものが、時間が掛かっているということに対して、

やはり長期に延びているということ自体に、その分、地域の方にはご迷惑を掛けます

し、ご不便もお掛けする、本当にご商売をやっている方に対しても多大な負担を強い

ることになりますので、そのことに対しては、しっかりと早く事業を進捗させるとい

うことで頑張っていきたいと思っています。とにかく、なるべく早く、なるべく安く

という思いで、一丸となって取り組んでいるところであります。 

 今回、また増額変更ということで、また影響額が大きいということで、大変厳しい

と思いますけれども、なるべく早くやっていきたいと思っています。 

【幹事社】 市長が考える１６６億円の増額の見込みというのは、具体的にその見通
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しの甘さというのは、どこに原因があるとお考えですか。 

【市長】 見通しの甘さというか、物価スライドの部分も大きいことは事実ですけれ

ども、それよりも事業を進捗することによって、要は補償する対象というものが細分

化して、中に調査に入っていくと、それがこういう形態のご商売だったら具体的にこ

ういう補償が必要だというのが出てきた訳でありまして、事業進捗による増というの

が大きいかと思っています。 

【幹事社】 今、補償費がどんどん膨らんでいったというところで、ある程度見込み

を決めるのに、土地区画整理事業の損失補償基準があると思うんです。そうしたもの

で前もって決めていくとは思うんですけれども、その基準があった上で、さらにいろ

んなところで、ここは高くなるなというところで金額がどんどん膨らんでいったとい

う認識で私はいるんですけれども。 

【市長】 いえ、そういうことではなくて、詳しくは事務方にも聞いていただきたい

んですが、例えば商業地という形でくくって、大体このぐらいという話でありますけ

れども、商業地の中には、例えば遊技場をやっておられるところや、クリニックがあ

るとか、そのクリニックに入っている機材はどんなのかということに対して一つ一つ

補償が入ってくる訳です。そういうものを細分化していくと、一般的な平米単価から

膨らんでくるということなので、その評価基準そのものを何か新たにしたわけではな

くて、今申し上げたような、事業が進捗して細かく調べていくことによって、詳細が

わかってくるということで、何か今回単価を変えたとか、そういう話ではございませ

ん。 

≪川崎フロンターレについて①≫

【幹事社】 わかりました。ありがとうございます。 

 最後に１点だけ、Ｊリーグの川崎フロンターレが今首位に立っておりまして、今週

の土曜日にそろそろ優勝が決まるんじゃないかというところになっているんですけれ

ども、市長、どうですか、試合のこの展開を見て。 

【市長】 うれしいニュースで、とにかくうれしいですね。次節で決めてほしいなと

いう思いがあります。ホームで決めてほしいというのもありますが、しかしそんな悠

長なことを言わずに、しっかり次節で決めてほしいという思いです。是非連覇を期待

したい。 

【幹事社】 ありがとうございます。幹事社から以上です。各社さん、お願いいたし

ます。 

≪ＩＲ誘致調査への対応について③≫ 
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【記者】 先ほどのＩＲの件で、ＩＲというのは、私の理解ですと、インバウンドな

りを呼び込んで、そのお金を世の中に回していくという施策の一つと認識しているん

ですけれども、市長はこの政策自体に関しては、どのようにお感じになっていますか。 

【市長】 ＩＲというのが、いわゆる狭義のとか広義のとか、いろいろ定義づけはあ

ると思うんですが、一般的にＩＲと言うと、皆さんイメージするのがカジノというイ

メージだと思うんですが、カジノというのはごくごくその中の一部ですよね。ですか

ら、にぎわいだとかの手段の一つだと思っています。そういう意味では、カジノとい

う要素も一部入っているぐらいの感覚ではおります。 

 あんまり踏み込んだ話をすると、よっぽど検討しているのかと思われるので、これ

以上あまりコメントしないほうがいいと思うんですが、しかしこれだけ財政が厳しい

厳しいと言っている折ですから、あらゆる手段を使って、選択肢に、はなからゼロだ

と言う必要はないかなという気持ちではおります。 

≪川崎フロンターレについて②≫

【記者】 わかりました。こちらとしては、肯定的に捉えているというふうに受け止

めました。あと、先ほども幹事社からありましたフロンターレなんですけれども、多

分優勝するんでしょう。イベントというのは、何か現時点で検討されていますでしょ

うか。１０日、もしくはそれ以降なんですが。 

【市長】 優勝したときの用意というのは、今準備、日程調整等も進めておりますが、

まだタイミングを含めて調整が必要な部分もあるのということを担当者から聞いてお

ります。 

【記者】 昨年同様の、市民が楽しめるイベントがある、要はパレードすることを検

討しているということでよろしいんでしょうか。 

【市長】 そうですね。今言うタイミングがいいのかあれですけれども、もしそうな

れば大々的にやりたい。 

【記者】 いずれかの日にやりたいということですか。 

【市長】 はい。 

【記者】 わかりました。ありがとうございます。 

≪ＩＲ誘致調査への対応について④≫ 

【記者】 ＩＲでしつこくて済みません。あれだけ前向きだった名古屋、河村たかし

市長などは、いわゆる未定と答えているようなんです。今回の神奈川新聞さんの報道

で、首都圏で新たに川崎が参戦というイメージで見る向きもあるようです。ですから、

今、市長のお考えをお聞きしましたけれども、ＩＲ誘致に参戦というのがひとり歩き
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しかねない可能性も出てきているというところで、今後、何かロードマップ的なもの

は考えておられますでしょうか。 

【市長】 正直、今回のアンケートが来たときに、そもそも担当のところがどう答え

ていいのかもなかなか迷うところで、直接私のところに「どうします？」という話で

来たときに、情報をしっかりと取っていくという意味においても、検討中というふう

に書いておいたほうがいいと判断したということです。要は副市長やほかの幹部職員

も、多分このことを共有できているかといったらそんなことはないので、私も新聞を

見て、「えっ、こういう取り上げられ方か」と。慎重に書いていただいたと思うんです

が。他都市のように、そんなに行政内部での積み上げがあるわけではないので、アン

ケートの捉え方が、河村さんがどう捉えられたのかわかりませんけれども、それぞれ

捉え方、受け止め方に温度差があるんじゃないかという気がします。 

【記者】 もう一つ、羽田との橋とか、隣接、いわゆる立地条件という点で、川崎と

いうのは非常に利があるのではという見方もできるかと思うんですけれども、地の利

などについてＩＲを考えたとき、市長はどう思われるか。 

【市長】 こういうことを言うと、また前のめりみたいなことになってしまうかもし

れませんが、ごくごく一般的な話として、首都圏の空港に隣接しているというのは、

地の利は最高にいいと思います。 

【記者】 わかりました。ありがとうございます。 

【市長】 一般論としてです。 

≪登戸土地区画整理事業の事業進捗に伴う事業計画変更について②≫

【記者】 先ほど、登戸の区画整理事業のことで、要するに時間が掛かっているとい

うことは遺憾だというお話もありました。ただ、一方で、物価スライドが大きいとい

う話もありましたけれども、要は時間が掛かっているからお金も膨らんでいるわけで、

そういう意味で、まず１つは、事業費が当初計画の５倍になっているという事態も、

この手の区画整理事業では異例だとも思いますし、そのことに対してどういうふうに

受け止めておられるのかということと、あと、このことの財政への影響、おそらく来

年度の当初なりなんなりで計上してくることになると思うんですが、市で他に検討し

ている他の事業への影響だとか、もしくは財政スキームの見直しだとか、そういうと

ころまで影響してくるような話なのか、現時点での手応えというのをどうふうに受け

止めておられるのか、お聞かせください。 

【市長】 済みません、私、先ほどの答え方がちょっと舌足らずだったのかもしれま

せんが、おっしゃるとおり、長期化することによって事業費がかさんできているとい
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うことは間違いなくて、それが大きな影響を及ぼしているということです。 

 なぜ３０年も掛かっているのかというところなんですけれども、やはりこの３０年

の中でいろんな法律関係も変わってきていて、土地所有者、借地借家人との関係だと

か、行政が手を出せない、いわゆる民民との交渉事というのが非常に難しくて交渉が

予想をはるかに超えて長期化しているということが、ある意味最大の要因であります。 

 ですから、そういうことも含めて、今、事業の中に民間の活力も入れながら、とに

かく早期にやることが事業費の圧縮にもなりますし、影響を少なくしていくというこ

とですので、そういう意味で、なるべく影響を軽減させるということに注力していか

なければいけないと思います。 

 財政面に与える影響というのは極めて大きいと思っています。どの事業も、公共事

業関係、当初予定していたものから増額変更というのがかなり重なってきているとい

うのもあります。そこのあたりをより厳しく見ていかなくてはいけないということに

なります。影響が非常に大きいということだと思います。 

【記者】 先般もオータムレビューが、今も続いているんですよね。査定に臨むに当

たっても、やはりこの件とはかなり大きく影響しているということでしょうか。 

【市長】 この件ということももちろん含まれますけれども、様々な部分で、例えば

物価スライドだけ見ても、全ての工事関係に影響が出ているので、そういうことだけ

見ても大きいですよね。ですから、そういう意味で、とにかく精査を厳しくやってい

くことと、今日も言っているんですけれども、事業の見直し、業務の見直しというの

はしっかり行っていかないといけないとは思っています。 

【記者】 これまでも計画変更を繰り返してきている事業なので、今、現時点で２０

２５年度までというお尻が決まっている事業ですけれども、これは、もう何としても

ここまでにやるのであるということでよろしいでしょうか。 

【市長】 そうですね。ちょうど私が市長になった直後ぐらいだったと思いますが、

２５年度で１０年間でということでやりましたから、とにかくこの期間内に全てを終

わらせるという決意を新たにしてやっていきたいと思っています。 

【記者】 わかりました。ありがとうございます。 

≪等々力緑地のマーケットサウンディングの実施について≫

【記者】 １つ、お聞きし忘れたんですけれども、話は別なんですが、冒頭おっしゃ

っていた等々力緑地の「マーケットサウンディング」についてです。ここのところ立

て続けに川崎市もマーケットサウンディングを募集しておりますけれども、マーケッ

トサウンディングについての市長の期待というかコメントをいただきたいんですけれ
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ども。 

【市長】 いわゆるエリア全体をかぶせて、その中で何ができるのかという、かなり

自由な発想で民間の知恵をお借りしたい、聞きたいという話なので、どんなお声が聞

けるのかというのを大変期待しています。私どもの従来の発想にないような取組が聞

ければということで期待しています。 

≪登戸土地区画整理事業の事業進捗に伴う事業計画変更について③≫

【記者】 １点、登戸のことに関してよろしいですか。 

【市長】 はい。 

【記者】 先ほど、私は見通しの甘さの原因といったときに、市長は見通しの甘さと

いうよりは、物価スライドの部分でちょっとそうしたことがあったという一方で、今

の他社さんの質問のところで、当初予定したものの増額変更が多い、そこのあたりを

よく厳しく見ていかないといけないというところで、ある種の見通しの甘さみたいな

ところはあったというふうには自覚されていますか。そういった認識はありますかね。 

【市長】 それは、いつの、３０年間の中での。 

【記者】 ３０年間の話と、あと市長の任期の部分のところ。 

【市長】 ちょっと３０年間での見通しを･･･。これだけ事業期間を変更し、そして事

業費自体が約５倍近くになっているという状況を考えれば、客観的に見れば見通しが

甘いんじゃないかというご指摘というのは当たると思います。 

 しかし、そこは詳しくそれぞれの３０年間の中身を見ていただくと、決して言い訳

ではないんですが、それぞれの理由があるとは思っています。例えば、今回の見直し

については、先ほどもお答えしたとおり、物価スライドの部分もあるし、それから基

準を変えているわけではなくて、事業を進めることによって、いわゆる生の数字が出

てきたということもある。これが見通しの甘さかというと、それはそうではないと思

います。ただ、繰り返しになりますけれども、３０年間でこんなにというのは、ご指

摘は当たると思います。 

【幹事社】 ありがとうございます。 

≪かわさき市民アンケート調査結果について≫

【記者】 今日、市民アンケートの概要版が公表されまして、その中で昨年の市長選

の投票行動ですとか、あるいは来年の市議選の投票意向という部分がアンケート項目

であります。市長選に関しては、２９歳以下の層で４７％が投票に行っていないとい

う結果が出ていまして、一方で市議選のほうでは、２割が市議選のことを知っていた

という結果が出ているんですけれども、それについての受け止めと、今後の対応とい
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いますか、どのような普及を図っていくかというところをお聞かせください。 

【市長】 そうですね。昨年の市長選挙の前もそうでしたし、選挙のたびに投票率を

どうやって上げるかということに、選挙管理委員会をはじめ、シティズンシップ教育

みたいな形で、それは中長期の話になりますが、取り組んでいくということなんです

けれども、あらゆる手段を通じて、やはり、投票に行こうという呼び掛けなのか、果

たしてどうなのかなと。これだけ厳しい時代に投票に参加しないというのはあり得な

いんだということを、これまでも繰り返し言ってきましたけれども、大人がしっかり

と若い世代に示していくと。 

 １８歳選挙権の時に、非常に若者の投票率が注目されていたんですけれども、若者

に言う前にまず大人というか、成人に達している人たちがまず投票に行って、未来の

子供たちに範を示すことが必要なんじゃないかということを何度かこの場でも言った

ことがあるんですが、啓発してもらって行くのではなくて……。何て答えたらいいん

ですかね、とにかく行政としてはあらゆる手段を講じて、投票率アップの努力をして

いくという型通りの話になってしまうんですけれども、いい知恵はないか考えてみた

いと思います。 

 でも、関心が低いというのは非常に残念だなと思いますね。投票というのは、例え

ば市政に関してであれば市長選、市議選というのは市政参加への第一歩ですから。済

みません、ちょっとお答えになっていませんが。 

≪ＫＹＢデータ改ざん問題について≫

【記者】 重ね重ね恐縮です。前回から時間があいたので、ＫＹＢのダンパーの偽装

のことで、あれが市有施設の中でも使用されていることが見つかりました。そのこと

についてご所感というか、この一連の事態について、ご所感と、その後どういう対応

状況になっているかということをお伺いできますか。 

【市長】 まず、この件に関しての全般的な話は、あまりにも影響が大きい。公共の

部分だけじゃなくて、民間の施設を含めて、全国にすさまじい数があるわけで、耐震、

減災対策に、国や自治体を挙げて、みんなが関心を持っているところで偽装されると

いうのは、その根幹をひっくり返すような話なので、断じてあってはならない話が行

われたということで、非常に許しがたい行為だと思っています。 

【記者】 その後、特に何か先方とのやりとりだとか進展だとかというのは、市長の

ところに上がってくるような事態にはなっていますか。 

【市長】 いえ、特には。 

【記者】 わかりました。 
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≪入管法改正案関連について≫

【記者】 済みません、１点だけ。政府が外国人労働者の受入枠拡大の方針を打ち出

されていますけれども、市長のご所感をいただければ。どのようにお考えですか、そ

の方針については。 

【市長】 一般論として、業種をどこまで拡大するかというのはいろんな議論がある

と思いますが、ただ、外国人の労働者というのはこれからも増えることは間違いない

と思いますし、川崎市内でも非常に増えております。ですから、それについて、私た

ち自治体としては、以前、ここで言ったかもしれませんけれども、機械がやってくる

わけではなくて人間が来るわけですから、その人たちの生活というのがそれぞれの地

域で行われるわけで、それに向けての取組の準備をしっかりして、無用な混乱が起き

る、あるいは社会不安が起きることが決してないようにしないといけないと思ってい

ます。そういう意味では、本当にまだまだ勉強の緒に就いたところであります。いわ

ゆる社会統合政策みたいな話というのを庁内の中で少し意見交換と情報収集を今やっ

ているところで、国の入管の蛇口の開け閉めの話では済まされないとは思っていて、

そこのところに私たち自治体としては特に注意を払っていきたいし、準備を整えてい

かなければ大変なことになるなという危機感はあります。 

【記者】 それは、今年、市長がオーストラリアのニューサウスウェールズ州の多文

化共生庁なんかを視察されていますけれども、そこら辺の知見なんかも非常に参考に

なったというふうに。 

【市長】 そうですね。その後、うちの職員も研修に行ってもらったんですが、言語

の壁だとか、どう対応していくのかというのも、実際、この前、私もたまたまですけ

れども、ボランティアの皆さんがやっている日本語教育の現場にお邪魔して、地道に

活動されている方がいらっしゃって、市内各所でそういうことが行われているわけで

す。それらと行政が、あるいは、いろんな形でどうやって仕組みを整えていくかとい

うのは、まだまだきちんと整理した形になっていないので、そのあたりのことにどう

対応していくかを、本当に短期間の中でかなり深く勉強して取り組んで、準備を進め

なくてはいけないかと思っています。先進的な自治体もあるので、そこにも照会をか

けたりして、まだ本当に緒に就いたばかりという感じです。 

【記者】 ありがとうございます。 

【記者】 済みません、今のことに関連してなんですけれども、明日コンベンション

ホールで外国人人材の会社とのマッチングの会社説明会みたいなのがあると思うんで

すけれども、川崎市はそういったことも結構行っていると思うんです。外国人に対し
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て、職を、会社とマッチングさせるみたいな行為はすごくやっていると思うんですけ

れども、やっぱりこうした行為というのはこれからも続けていきたいと思うし、社会

情勢の流れに関係なく行っていきたいと考えていますか。 

【市長】 そうですね。市と、あるいは商工会議所で独自でやっておられることもあ

りますし、一緒に連携していることもありますし、これからもそういうマッチングな

どをしっかりやっていきたいと思っています。本当に介護の現場や建設の現場では、

独自でどんどん海外に行って、どうやって雇えるかということを始めているという現

状があるので、そういった情報もしっかり取っていきながら、どうやってうまく連携

していくかということを考えていきたいと思っています。 

≪中小企業者の事業継承支援について≫

【記者】 中小企業の跡継ぎ問題、事業承継の件で、先立っても協定式のご案内をい

ただきまして取材させていただきました。市長の言葉としてお伺いしたいのですが、

うまくといいますか、事業が引き継がれないということが多発してくるもとでの市内

への影響というんですか、雇用だったり税収だったりするのかなと思うんですが、市

長の理解としては、うまく事業が引き継がれないと、どのようなことが起きて、どの

ような、多分悪影響なんでしょう、ということが起きると考えられた上で、ああいう

協定を結ばれたのか、市長のイメージするところを教えていただけますでしょうか。 

【市長】 自治体として失われていくものは幾つもあると思うんですけれども、今お

っしゃった、まず雇用が失われていく、それから培われた技術だとかノウハウが流出

していく、ひいては税収が失われていくということだと思います。ですから、いずれ

も流出させない、逆に呼び込んでくるという展開にしていかなければならないと思っ

ています。 

 この前も申し上げたと思うんですが、潜在的にそろそろ事業承継のことについて考

えなければならないんじゃないかと客観的に思ったとしても、第三者としては言いに

くいという部分もあるので、何とかそこの場に、セミナーですとか、例えば、川崎信

用金庫さんのような金融機関がお声掛けして、「ちょっと聞いてみない？」とかという

寄り添った対応というのが必要かと思っていて、そうすることによって、今大きな形

で３つ申し上げましたけれども、そういう流出を抑えていく取組というのは、ものす

ごく大事な施策だと思っています。 

【記者】 小耳に入った範囲で、こういう企業が、ある日突然廃業して２０人の雇用

が失われたとか、技術がどこか行っちゃったというような、何か気になる事例という

のは、市長のお耳に入っていることはございますか。 
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【市長】 直近では聞いていないですね。ちょっと今、最近の話で思い当たる事例は

出てこないですね、ごめんなさい。 

【記者】 わかりました。ありがとうございました。 

≪ＩＲ誘致調査への対応について⑤≫ 

【記者】 ちょっと前に戻るんですけれども、他社さんの質問でＩＲに関してなんで

すが、市長が先ほどご質問のときに、名古屋とか、やる気だったのに未定という答え

だったようだという話を受けられて、他都市との受け止めに温度差があるのではない

かと感じていらっしゃるとお答えになっていたんですけれども、それは調査の用紙の

文面の受け止めに差があるということですか。 

【市長】 例えば、私のように、これは言葉が適切かどうかわかりませんけれども、

全く関心なしというか、検討もしていないと書いたら、これ以上、情報も来ないなと

いう感覚はあったので、検討していますと答えたほうがよしとする判断と、いや、す

ごく検討しているよ、ものすごく深く検討しているよというところと、多分そこには

大分受け止めの温度差があると思うんですね。ですから、私の受け止めが間違ってい

たのかどうかわかりませんけれども、先ほどご紹介いただいた例でいうと、他都市さ

んはどう判断されたのかというのは、個人的には気になります。 

【記者】 ありがとうございます。 

≪川崎市年齢別人口について≫ 

【記者】 川崎市年齢別人口で、７５歳以上の人口の割合が初めて１０％に達したと

いうことなんですけれども、今後もそういった高齢化が進んでいくことを踏まえて、

今後のまちづくりですとか、そういったところでの意気込みなど、ざっくりでいいの

で教えていただければ。 

【市長】 推計値ですけれども、今ご紹介いただいたのは７５歳以上で１０％ですけ

れども、６５歳以上でも２０％を超えており、いよいよ、これまでも言ってきました

けれども、２０２０年には２１％の超高齢社会と言われるところに着実に近づいてき

て、その分、福祉だとか医療だとかの扶助費に大きく関わるところは急速に高まって

いくなというのも、自治体の財政面では思います。一方で、今の地域包括ケアシステ

ムの取組をはじめとした互助の取組を早く作らないとという非常に危機感を持ってい

ます。 

 前向きに乗り越えていこうという意味での危機感というか、そういう状態に入って

きているなというのを今回の調査でも改めて感じたところです。 

【記者】 そういった中で、逆に健康寿命というのがありますけれども、高齢になっ
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ても川崎市で楽しく暮らしていっていただきたいという考えについては。 

【市長】 川崎は、市民活動というか地域の活動は、比較的盛んなほうだと思ってい

るんです。健康体操、あるいは多世代の交流みたいな、寺子屋だとか、ああいう受け

皿をもっともっと作っていくということも大事ですし、一方で、まだまだ調査により

ますと、何かに参加したいという気持ちはあるけれども実際にはしていないという、

このギャップが、かなり差があるのも事実ですので、そこの層にどうやって地域社会

に参加してもらうかを真剣に重点的に考えていかなければいけないと思っています。 

【記者】 ありがとうございます。 

≪ハロウィンについて≫

【記者】 カワサキハロウィンなんですけれども、渋谷ではああいうふうになって、

川崎はいい例として取り上げられて、実際に渋谷区長が有料制にすればいいんじゃな

いかというのをお考えで、市長として、渋谷のあの騒動を見られて、自分たちの成功

と比較して、こうやったらよかったんじゃないかとか、お考えがありましたら、感想

がありましたらよろしくお願いします。 

【市長】 そうですね。長谷部さんを見ていたら、本当に悔しいだろうなと思います。

せっかくいい形にしたいと思っているのに、ああいう一部暴徒化する人たちが出てく

ることによって全部を破壊してしまうみたいな、すっかりハロウィンがすごくネガテ

ィブな捉え方になってしまったのは、川崎はいい事例というふうに捉えられていたと

はいえ、ハロウィン自体のイメージがちょっとネガティブのほうに振れたんじゃない

かと思うと、ちょっと川崎にも影響はあるのかとは思っています。何でもそうですけ

れども、一部の人たちによって、せっかくのいいものが壊されるのは本当に悔しいな

と思いますね。 

【記者】 ありがとうございます。 

【記者】 他はいかがでしょうか。大丈夫でしょうか。 

【司会】 それでは、以上をもちまして本日の会見を終了いたします。どうもありが

とうございました。 

・この記録は、重複した言葉づかい、明らかな言い直しや質問項目などを整理した 

うえで掲載しています。 

（お問い合わせ）川崎市役所総務企画局シティプロモーション推進室報道担当 

 電話番号：０４４（２００）２３５５


